
 ～コントロールできること、できないこと ～ 
 

 過去と他人は変えられない。自分と未来は変えられる。という言葉があります。人間の悩みの多くを占めるのが 

 変えられないもの、どうにもならないことだったりします。たとえば、目の前をのんびり走っている車や渋滞に 

 イライラしたり、自分の思い通りに動いてくれない部下だったり、宝くじやパチンコで大儲けするといったこと 

 は自分ではコントロールできると思っていて、冷静に考えてみると実際にはコントロールできない領域なのです。 

  マネジメントの観点からも、このメカニズムを知る以前の私は、人は変えられると本気で信じていました。しか

し、現実的には、その人にとって有益な情報や気づきを与えることはできますが、本人がしたいと思ったこと、や

ると決めたこと以外は長続きしないものです。 

 住友生命の名誉会長まで務めた新井正明氏はノモンハンで片足を失い、陸軍病院でこれからの

人生に失望し悶々としている時に、歴代総理大臣の指南役、安岡正篤の書籍に「どうにもならぬ

ことを忘れるのは幸福だ。ありがたいことにそれが造化の妙だ」という一節で生きる希望を見い

出しました。 

 大切なのは、コントロールできることなのか、できないことなのかを区分し、できることに 

集中し、成果を出すことが気持ちよく生きてゆく秘訣ではないでしょうか？ 

                                 代表取締役 伊藤晋康 

 

 

 

I - tec Value  第二号でもご紹介したアイテックパソコンスクール(以下IPS)ですが、 

開講してから四ヶ月が経ちました。IPSは求職者の方向けに、就職と今後のお仕事に活か

すビジネススキルを身につけていただくことを目的としたスクールです。 

 

期間は三ヶ月間のコースになっていて、先月、第一期が無事終了し、現在は第二期を開

講しています。受講生は10代～50代くらいの幅広い年齢層で、また経験してきた仕事も

様々な方々が入校され、皆さんからいろいろなお話を聞けるのも楽しみのひとつです。 

先日、受講生の多くがパソコン初心者という状況の中、カリキュラムの目標であった、

資格取得試験に、受験したほぼ全員が合格したという大変嬉しいニュースもありました。そして、IPSの第一期 

受講修了者を送り出す日には、寂しさもありましたが、とても大きな喜びでもありました。 

IPSでは、今後も受講生の皆さんがスキルを身につけ、お仕事の場で活躍できるよう頑張ってまいります。 

                                            菅原 
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 現在、パソコンのバージョンをWindows XPから 

 Windows 7に切り替える企業が増えています。皆さん 

 の職場やご自宅はいかがでしょうか？ 

 当誌第2号でWindows XPのサポート期限について紹介  

 しましたが、今号では最新のバージョンWindows 7の  

 便利な新機能について紹介します。 

 さて、皆さんは作ったデータをどこに保存したかわ 

 からなくなったことはありませんか？Windows 7では 

 自分のパソコン内のデータ検索がとても便利になり 

 ました。ファイルの種類や更新の日時で絞り込むこ 

 とが出来、データ名以外にも登録したキーワードや 

 書類の中にあるキーワードまで素早く検策を出来る  

 ようになっています。この機能があれば 

 見つからないデータを長い時間探すこと   

 も無くなるかもしれませんよ。 

                             菅原  

 

  今回は『パタゴニア』をご紹介致します。 

 

  アウトドアブランドの中でも絶大な人気を誇るパタ 

 ゴニア。その始まりは、小さな作業小屋で金具を作る 

 ところから始まりました。次第に需要が増え設備が拡 

 大しアパレルにも進出しましたが、ある時、自分達の 

 生産している商品が、自分達の大好きな自然に大きな 

 悪影響を与えていることに気づいたのです。その後は 

『最高の製品を作り、環境に与える不必要な悪影響を 

 最小限に抑える。そして、ビジネスを手段として環境 

 危機に警鐘を鳴らし、解決に向けて実行する。』とい  

 うミッションを掲げ、同じ価値観の 社員と共にビジ 

 ネスを展開しています。 

 

 創業者イヴォン・シュイナード著 

『社員をサーフィンに行かせよう』 

 もオススメです。     

                          後盛 

Page 2 5ֵ 

˹

ǒ
Ȑ
Ǯ
ǔ
Ȓ ⁫

ᵃ

 

 ǪǭǑǔǦǋ 

 ☻ ǫ 
 

ѝ ֻ
5

1

ѝ 2

3 ὕ

ї 4 ♬

⁫ὕ

Ṣ

Ṣ

̝   

 



 

‚

⁴
‗

‾
Ῥ
‗

‖

⁸
⁯

Ὸ

‗

 
₁
‖
΅

⁴

”
 
‗
‚
–
΅

―

ῴ
⁴

‗

ῃ
’

Ό
΅
⁴
‗

΅
‴
 

 
⁮

‚

„

₮

₱

└
‖
 

₀

‭

”

‚
 
―

Ὼ
‍
΅
‗

”

΅
Ὸ
⁮

„

‚
↓

₿
≥
”
ῷ

Ό
Ω

∕
‗
΅
ῲ
 
‗
‖

‚
Ῥ
⁴

‍
΅
Ὸ
΅

‭

―
Ὼ
‴

 
‍

 

 

„

‏

΅
‍

‖

‖
‾ 

‚

⁵
⁴
ῷ

‗
’

―
΅
‴
 

 

 

₡
₰
₰
∞
„
’
₁
‗

―
‾
ῷ

‖
 

‚

‍
⁮

’

₀

‮
―
ῼ
‎
 
΅

‗
΅
ῲ
 
‗
‖

‴
 
„

₀

 
‴
 
‍

ῷ

Ὼ
’
⅜
₿
Ό
Ῥ
⁵
‟

₀

⁵
―

⁸
 
ῷ

΅
 
‴
 

‗

 
⁵
‟

ῷ

Ὼ

’
⅜
₿
‗

Ό

‫

”
₡
₰
₰
∞
₀

ῼ

Ό

‴
 

„
₢
└
←
℅
‗
₢
℗
₡
₀

⁵
―

 
‴
 
‍

 

 

₢
℗
₡
„

Ό

Ώ
‴
 
‍
Ό

​
₁
’

 
‗
₀

⁸
 
’
΅

‗

”

⁯
‖
 
‍

₢

└
←
℅
„
 
 
Ό

”

‖
 

 

‾

⁭
ῼ

―
΅
―

‾

Ὼ

‴

‍

’

‖
 

‍

​
 
―
‾
ῲ

₡
₰
₰
∞
₀
 

 
‴

  
 

​
⁵
„

↕
≥

”

Ὼ
‖
 

 

”

„
‏

‗
║
║
║

‗
΅
ῲ

‚

‮
―

Ὼ
‍
΅
‖
 

”

₀

 
 
‚

’

‖

΅
―
΅
Ὼ
‴
 

​
”

‚
„

‹
⁞

″
 
„

ῼ

”

‹
‗

”

₀

 
›
 
‗
Ό
‖
Ὼ

‴
 

–

‾

Ό

”

‖
 

 

‾
‏
⁶
₁
ῷ

‖
‾

῾
‴
 
”
‖

 

⁞

†
⁯

„
ῷ

‚

⁴

‗
΅
ῲ

‾
 
”

‖

”

₀

 
―
ῼ
‎

 
΅

 

 

ῷ

Ό
‘
⁵
‾

 
΅
”
‖

 
₁

ῃ
‗

‮

῾

Ό

⁯

Ό
⁮
’

Ὸ

‍
║
║
║
‗
΅
ῲ

‚
’
⁮
’
΅
⁭
ῲ
‚ 

ῷ

₀

῾

 
΅

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ῷ
ῷ
ῷ
ῷ
ῷ 

 

 

私たちはそれぞれに、上質世界と呼ばれる自分の理想の世界をもっています。上質世界は、個人的なユートピアで

あり、その姿に現実が近づくことで気分がよくなり、逆に現実が上質世界から遠ざかれば苦痛を感じます。上質世界は

いわば、アルバムのようなもので、そこにはイメージ写真と呼ばれる、自分の理想が集まっています。 

イメージ写真は、基本的欲求を満たすことのできる具体的なもの、たとえば一緒にいたいと思う人、経験したいと

思う物事、自分の行動を支配する信条などを表しています。現実の世界の人や物事、信条が、このイメージ写真の姿に

限りなく近くなるような振る舞いをしているときに、私たちは気分がよくなります。 

上質世界に入れられているイメージ写真は、人が生まれてから現在に至るまでの経験や、

見聞きした知識が反映されており、人それぞれにその内容は異なり、また、同一人物であっ

ても成長とともにその内容は変化していくものです。 

上質世界のほとんどのイメージ写真は人との関わりがあります。自分のイメージ写真を、   

大切に思う人と分かち合えた時に、最も楽しいものとなります。お互いに大切なものを  

分かち合い、素敵な時を過ごしたいものです。 

                                    進藤 
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『百聞は一見に如かず』という言葉があるように、実際にやってみないと判らないこと、行ってみないと判ら

ないことが私たちの周りにはたくさんあります。そういったことを実際の体験を通じて学び、お伝えしていこう

と思っています。 
 

今回は、接客マナーの向上を目的に研修旅行で九州へ行ってきました。私のイメージしていた通りのオシャレ

な人が多く、食べ物が美味しい街でした。特に博多で食べたモツ鍋は絶品で、今までのモツ料理に対するイメー

ジは完全に変わりました。他には、少し足を伸ばして、大分県の湯布院へ行ったり、火口温泉に入ったり、屋台

で食事したり・・・3日間という短い期間ではありましたが、十分に堪能することができました。 

今回の旅行では、今まで受けてきた接客とは違った感覚を味わいました。料亭の女将さんの引き込まれるよう

な話や商品に対する愛情。アパレルショップの店員さんとの長時間の世間話の末に見

えてきた優しい人柄。もちろんそれぞれの商品自体とても魅力がありましたが、それ

以上にその人自身に魅力を感じて、もう一度行きたいという気持ちにさせられまし

た。職種は違うかも知れませんが、現在の私の仕事でも同じことが言えるはずです。

まずは自分自身を磨き、予想外価値や付加価値を与えられる人間になること。 

そんな勉強ができた九州の旅でした。             後盛 

 
 

 

 
 

 

 
 

‪
 
‍ 

⁫
Ὸ
⁯)

 

   
 

 

 
 

 

  
 

 

 
 

  
 

„

‖
”

₀ 

 

Ὸ
 

←
₴
₪
└
₰
₦

⌂
”
∞
ₐ
└

₀ 
 

 

 
―
΅
‴
 

←
₴
₪
└
”

‾

‖

 
 

 

‘
₁
’

‾

‚

 
―
ῼ
⁵
⁴
ῷ

 
₁ 

 

’

​
₁
’

Ὸ
⁮
‡
‗

 

 
 

 
₁
‚
‏
„

‖
 

₈
ₐ
Ω

₦
←
₴ 

 

 
₪
└
₰
₦

⌂
”

‗

”

∆

 
 

 
₯
”

⁞

”
ῷ

₀
  

 

―
΅
‴
 

 

 
 

←
₴
₪
└
₰
₦

⌂
‖
„

‚

 

 
‗

∆

₯
₀

 

 

⁴

”

₀

 
―
΅
‴
 

 

 
 

‴
‖

‚

΅
―
Ὼ
‍

⁞

  

 

‍

₀

Ὸ
 
―

‎
῾
‖
’
ῼ

←
₴ 

 

₪
└
₀

΅
‍
΅
‗

―
΅
⁴

”
‍
‼
‚ 

 

῾
⁴
”
„

‗
―
‾
⁞
⁯
Ό
΅
”
Ῥ
⁴
ῷ

 

 

‖

”

 
₁
Ό

ῃ

 
―
΅
ῼ
” 

 

₀

‖

―
΅
⁴
‗

 
‏
⁮
‾

‚

‖ 

 

Ὼ
⁴

Ό
 
‴
 

 

 
 

‾

 
₁
‗

‚

₰
₤
⌂
₈

↨
  

 

―
΅
῾
⁴
⁭
ῲ
‚

⁯
‴
 

 

 
 

 

ῃ
‚

ῼ
’

―
Ὼ
‴
 
‍
Ό

‹
’
 
₁
„ 

 

’
‘
‡
΅
―
΅
’
΅
‖
 

ῲ
Ὸ

          
 

–
΅
‚

‾

 
‗
 
⁶

₀

⁯
‴
 
‍

​
 
―

”
₮

₱
└
Ό
⁞

―
Ὼ
‴
 
‍

 

 
”

„

 
₁
‚
‗

―
‘
ῲ
‖
 
‍
Ὸ

 

‗
„

‚

‚
 
”

”

₀

⁵
⁴
‍
‼
‚

ῲ

‗

⁸
⁵
―
΅
‴
 
Ό

 
‍
 
‗

‚

₀

ῼ
”
‖
„
’
ῼ
―

 
’
 
‗

⁞

 
Ὸ

‍
 
‗

‚

₀

΅
―

₀

⁯

―

῾
⁵
‟
⁭
⁯

 
΅

‚
’
⁴
”
‖
„
║
║
║
‗

΅
‴
 

 

 

Ῥ
”

”
Ῥ
”

Ό

 
Ὸ

‍

Ῥ
”

”
Ῥ
”

‚

„

 
‍

‗
΅
ῲ
⁭
ῲ
’

Ό
‖
Ὼ
⁴
”
‾

”

‎
‗

΅
‴

 

‗

‗
”

₀

‖
Ὼ
‍

‭
”

‚
‾

Ό
⁴
”
‖
„
’
΅
‖
 

ῲ
Ὸ

 

 

‾
 
”

₀

⁯

⁴
‗
‍
ῼ
 
₁
”

 
΅

Ό
Ῥ
⁯
‴
 
‍

 
”
₈
ₐ
Ω

₦
ↄ
≥

‾
–
΅
‚

‗
’
⁯

ῼ
”

ῃ
‚

₀

 
⁴
 
‗
Ό
‖
Ὼ
‴
 
‍

‖

 
‍

‚

 
”
⁭
ῲ
’

₀
 
 
―
‾
⁮
ῴ
⁴
‗
„

ῼ

―
΅
’
Ὸ

‍
‎
῾
‚

‚

⁵
⁮
⁵
’
΅

‚
’
⁯
‴
 
‍

 

 

„

‗
’
⁯
‴
 
‍
Ό

 

‾

΅

”

Ό
‖
Ὼ
⁴
⁭

ῲ

₁
‖
΅
Ὼ
‍
΅
‗

΅
‴
 

 

 

ῷ

‚
’
⁯
Ῥ
⁯
Ό

‗
ῲ
 
 
΅
‴
 
‍

‴
‍

‾

 
ῼ
ῷ

΅

 
‴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

5ֵ Page 4 

 

˺ 

 
 

 

 

♥ 

 

̱   ʹ 

ɵ ǲ ǠȒǑᵂֻǢǶǚǨȐȅǮ 0479- 30- 4080 

˹
ǵ 


